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GFP を遺伝子導入した細胞や，動物の脳組

織に含有されているフラビン蛋白の蛍光反応

を観察することにより，脳活動を蛍光反応とし

て観察することが可能である[1]．本研究では

小動物に対する自由行動下フラビンイメージ

ングの実現に向け，これまでに開発してきた緑

色蛍光観察用埋植型デバイスの励起光除去性

能を改善することに成功したので報告する． 

一般に，蛍光イメージングには蛍光顕微鏡が

用いられるが，in vivo 実験において実験動物

を拘束しなくてはならないことが問題となる．

この課題を解決するため，我々は自由行動下計

測を可能とする，埋植型 CMOSイメージング

デバイスを提案している．これまでに我々は，

微弱な緑色蛍光反応を観察するのに適した埋

植型イメージングデバイスの開発を行い[2]，

実際にフラビン蛋白蛍光イメージングに適用

し，視覚刺激反応に伴う蛍光強度変化の観察に

成功している[3]．しかしながら，励起光源で

ある LED 付近の撮像領域が飽和してしまいや

すく，本来広範囲の脳機能イメージングが可能

なフラビンイメージングの特性を活かせてい

ないことが課題となっていた． 

そこで本研究では，励起光漏れによる撮像領

域の減少を抑えることを狙い，黒色の吸収色素

を主成分とする遮光層をイメージセンサと

LED の間に形成した．遮光層の有無のみが異

なるデバイスを用いて励起光漏れの比較評価

実験を行ったところ，励起光漏れを従来の 10%

以下にまで低減することに成功した．本実験に

て用いたそれぞれのデバイスの構造と，取得し

た画像を Fig. 1に示す． 

今後，遮光層を導入したデバイスを用いて，

自由行動下イメージングを行う予定である 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Device structures and obtained images 
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